
■疑問と質問■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 292 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：まぐまぐチャレンジ 

 

今週から、「まぐまぐ」の無料メルマガをスタートしました。 

 

そもそもこのメルマガは、僕が IID 世田谷ものづくり学校で 2010 年から始めた「起業マインドサイト」という

セミナーの受講者をフォローするために、始めました。 

2015 年 4 月 23 日から、現在の形式（MailChimp）に切り替えて、もうじき 300 号を迎えます。 

MailChimp 版では、冒頭ご挨拶にあるとおり、このメルマガを、これまで僕が名刺交換した方や、突然思い出し

た方にも勝手にお届けしています。 

僕は、いただいた名刺を大事に保管して、何か用事があればご連絡するというのでは、もったいないと考えます。 

せっかく何かのご縁で知り合ったからには、僕の考え方だけでなく、気付きや近況について常にお伝えし、ご縁

を膨らませて行ければと思っています。 

 

今般「まぐまぐ」を開始したのは、せっかく発信するなら、もっと広く伝えようと思ったからです。 

「まぐまぐ」は、不特定多数の方に届けるシステムなので、こちらからのご招待はできません。 

その上僕は、大した有名人でもないので、あまり読者数は増えないかも知れません。 

でも、そんなことはどうでもいい、せっかく書いたメルマガなので、もっと拡散したいだけです。 

 

というわけで、お友達に紹介したり、あなた自身が乗り換えても構いません。 

「まぐまぐ版」の方もよろしくお願いいたします。 

 

■まぐまぐ版（どなたでも購読できます） https://www.mag2.com/m/0001693746 

■MailChimp版（松村から招待されます） 



 https://us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=59d45a06e2 

■Facebook 版（気軽に意見交換できます） https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

■なのにサイト版（バックナンバーが見られます） http://nanoni.co.jp/blog/magazine/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：疑問と質問 

 

昨日久しぶりに「起業とは何ですか？」という質問を受け、僕はときめいた。 

「やりたいことに挑むこと」と答えると、「やりたいことが無かったり、分からない人はどうすればいいんです

か」と聞き返される。 

この問いに対し「その答えは、あなたの中にすでにあるよ」と答えるのが、僕は、大好きだ。 

これに対し、「そんなこと、何で分かるんですか？」と聞き返されれば、僕の思うつぼなんだが、昨日は「それ本

当ですか？」と訊かれて、僕は意表を突かれた。 

初めは「もちろん本当だよ！」とでも答えようとしたのだが、「ふざけないでくださいよ」とか言われたらどうし

よう。 

つまり「疑われる」ということが、意外にも新鮮なことだった。 

・ 

「信じるとは、相手の言うことを本当と思うこと。」 

これは「小さな島」という絵本の中で、魚の言うことを疑う子猫に対し、信じることを説明する魚の言葉だ。 

僕はこの説明が大好きだし、「信じる」の話は得意だが、「疑う」についてあまり考えたことが無かった自分に気

が付いた。 

魚の説明を応用すれば、「疑うとは、相手の言うことを本当じゃないと思うこと」となるのだろうか。 

だとすれば、次は「本当とは何か」を考える必要がある。 

・ 

そこですぐに思い当たるのが、「言ってることとやってること」という言葉だ。 

言ってることとやってることが違うとき、どちらが本当かわからない、もしくは一方が本当で他方が嘘となる。 

だがそれは、あくまで目の前で「言と動が不一致」の場合であって、両者が違う場所や時間であれば、一致して

るかどうか確かめようもない。 

だから、その場でばれてしまう嘘は、嘘のうちに入らない。 

その場でばれないからこそ、つまり嘘と判らないからこそ嘘になる。 

「疑う」とは、「疑わしい人」の言うことを嘘と決めつけ、「信じないこと」だと思う。 

・ 

では、疑わしいとはどういうことか。 

安倍元首相の、政治資金・不正処理問題が一向に鎮火しないが、きちんと説明しないと、首相時代の発言の多く

が虚偽（うそ）となってしまう。 

そもそもこの問題は、安倍首相が疑われているから始まった。 

残念ながら政治の駆け引きには、相手の弱みを攻めるという戦術があり、常に政敵の不正や失言を探し追及する。 

去年安倍首相は、幾多の疑惑や疑念を潜り抜け、健康上の理由で名誉ある撤退を成し遂げた。 

だが、それを引き継いだ菅首相は、前政権の中核を担っており、結局前政権のスキャンダルはそのまま現政権を

脅かす火種として追及を免れない。 

こうなると、安倍元首相を疑うことが多数の意見となり、僕でさえ「安倍さんを信じている」などと言うことは



できない。 

・ 

だが、この問題がここまでこじれるのば、安倍氏が一貫して「騙された側」に居続けているからだ。 

「秘書からそんな報告は聞いてない」とか、「首相はそんな領収書まで自分でチェックできない」という言い訳

は、結局「秘書や部下に騙された」と言っているのと同じこと。 

さらに、官僚が首相を忖度（そんたく）した話だって、「官僚に騙された」と言っているに等しい。 

つまり、「様々な事情があって良かれと思って騙してしまった人たちを、どうか許して欲しい」と国民に乞うてい

る。 

しかし、「神に対して相手の罪を許して欲しいと乞うキリスト」を真似る安倍氏を、僕たちは神のように許すの

か。 

僕には、戦争責任を部下や天皇になすり付けてきた、戦前の日本政府と、同じ構造にしか思えない。 

少なくとも政治家や経営者などのリーダーは、「騙すこと」より「騙されること」の方が罪深いと僕は思う。 

・ 

今日の本題は「それ本当ですか？」と言われたことに、僕はなぜ驚いたのかということだ。 

僕だって冗談で、嘘やでたらめを言うことがあり、その時「本当ですか？」と言われても、笑って「ゴメン」と

謝れる。 

だが、渾身の力を絞って本心を言ったのに「それ本当ですか？」と疑われては、その瞬間に体中から力が抜けて

しまう。 

自分の言葉が嘘でなく本当だと言う説明が、そういう嘘をつく人と自分の違いについての説明では、安倍氏の答

弁と変わらない。 

「本当ですか？」という疑問に対し、返す言葉は「yes」か「no」の 2 つしか無い。 

説明とは、質問に対する答えであって、疑問に対する説明は「yes と言えない人が noと言わない言い訳」に過ぎ

ないと思う。 

そうか、自分を疑う相手を信じて「なぜ僕の言うことを信じられないのか？」と訊けばよかった。 

それが今日の気づきかな。 

 

http://nanoni.co.jp/20201129/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）12/01 ■○いづみ作業日 14-21 時 



 14-17 時 ★アントレハウスいづみ（反町） 

（水）12/02 ■◎なのに作業日 09-21 時 

（木）12/03 ■○笑恵館作業日 09-19 時 

（金）12/04 ■◎なのに作業日 09-21 時 

（土）12/05 ■○笑恵館作業日 09-17 時 

   10-17 時 ★アントレハウス笑恵館 

（日）12/06 ■◎休業日 

（月）12/07 ■◎なのに作業日 19-21 時 

 

■その後の予定 

12/01 09-19 時 △いづみ PJT･MTG（反町） 

12/10 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

12/10 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

12/10 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

12/11 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

12/13 14-17 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 12 月例会（西所沢） 

12/16 13-15 時 △HFA定例会議（渋谷・リモート） 

12/17 13-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

12/24 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

https://us10.list-manage.com/subscribe?u=800df08672d8b31689226516d&id=59d45a06e2 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 



 


